Aktの活性化は、小児のB前駆細胞性急性リンパ性白血病における予後不良と化学療法抵抗性に関連している by Morishita, Naoto
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻分野の名称
学 位 授 与 番 号
学位授与の 日付
学位授与の要件
学 位 論 文 題 目












論 文 審 査 委 員 教授 谷本 光音 教授 岩月 啓氏 教授 杉山 育












論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､′J､児B･preALLにおいて､骨髄検体でAktが活性化している患者と活性
化が明らかでない患者との予後を比較した結果､Aktの活性化が生存とかかわっているこ
とを見出した｡予後に影響を与える機構を解明するため､B･preALL細胞株であるNalm-6
株に活性化した Akt遺伝子をせん孔法で導入した細胞株に於いては､化学療法剤である
ステロイド､オンコビン､アドリアマイシン添加によるアポ トー シスが明らかに抑制され
ていることを見出した｡この結果は､Akt遺伝子の活性化経路がアポ トー シス抑制を介し
て化学療法治療に対する抵抗性を獲得していることを示した新たな知見である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
